高知県福祉活動支援基金助成事業実施要綱
(目的)

第１条　この要綱は、高知県福祉活動支援基金設置及び管理運用規程第３条に基づき社会福祉法人高知県社会福祉協議会が行う民間社会福祉団体等への助成事業について必要な事項を定める。
(助成の対象者)

第２条　助成の対象者は、高知県内で活動する法人及び団体であって次の者とする。
(１)　社会福祉法第２条に定める第一種社会福祉事業及び第二種社会福祉事業（貸付

事業を除く）の実施主体
(２)　社会福祉法第１０９条第１項及び同法第１１０条第１項に定める社会福祉協議会
(３)　社会福祉の向上を図るために設立された公益社団法人及び公益財団法人並びにＮＰＯ法人
(４)　民間福祉団体等(団体及び事業内容について、所轄行政官庁もしくは所在地の市町村社会福祉協議会の推薦を受けるものとする。)

(助成の対象事業及び助成額)

第３条　助成の対象とする事業及び助成額は次のとおりとする。
(１)　社会福祉施設入所児(者)進学等支援事業

社会福祉施設入所児(者)の進学等の支援に係る次の費用。ただし、ア進学祝金とイ就職支度費及びウ高校卒業祝金は重複して交付しない。
   　　 ア　進学祝金　    　一人あたり　５０，０００円

　　　　　（大学、短期大学、専修学校の専門課程その他の教育訓練施設に進学する者

及び高等専門学校の第４学年に進級又は編入する者を対象とする。）
    　　イ　就職支度費      一人あたり　３０，０００円

　　　　ウ　高校卒業祝金　　一人あたり　３０，０００円
    　　エ　高校通学費   　 一人あたり　月額１５，０００円以内

（１ヶ月以上の定期であって月額５，０００円を超える通学費について実費

を支給するものとし、５，０００円未満のものは対象外とする。）

 (２)　地域福祉活動支援事業

　　　次の事業に係る費用のうち、別表第１に定めるもの。
    　　ア　高齢者（要支援・要介護高齢者を含む）を対象とする生きがいづくり・自立促進のための事業、在宅介護者等の交流・リフレッシュ事業等

イ　障害者を対象とする生きがいづくり・自立促進のための事業、在宅介護者等の研修・交流・リフレッシュ事業等
    　　ウ　児童及びひとり親家庭等を対象とする研修・交流事業、児童の健全育成を促進するための事業等
エ　その他地域福祉の推進に必要と認められる事業
 (３)　その他上記(１)～(２)以外の事業で、本基金の目的を達成するために必要と認

められる事業
２　前項第２号及び第３号の助成事業及び助成額は、申請のあった事業の中から目的、内容等を審査し、予算の範囲内で決定する。

 (助成金の交付手続き等)

第４条　助成金の交付に必要な手続きについては、別に定める。
(助成条件)

第５条　助成対象者は、次の各号に掲げる事項を厳守しなければならない。
(１)　事業により取得し、または効用の増加した財産については、助成の目的に反して使用・譲渡・交換及び貸し付けてはならない。
(２)　事業を実施するときは、その事業のポスター、要綱等に「高知県福祉活動支援基金助成事業」の表示をしなければならない。また、助成を受けて購入した機器、備品等にも「高知県福祉活動支援基金助成事業」の表示をするものとする。
(助成金の返還等)

第６条　会長は、助成対象者が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは助成金の交付決定の全部又は一部を取り消し、助成金を返還させるものとする。
(１)　不正の手段により助成金の交付を受けたとき
(２)　第５条に定める助成条件に違反したとき
(３)　助成金を交付の目的に反し他の用途へ使用したとき
　　　附　則
　この要綱は、平成２６年２月１日から施行する。

　　　附　則
　この要綱は、平成２７年１１月１日から施行する。
附　則
　この要綱は、令和２年１０月２８日から施行する。

別表第１(第３条第２号関係)
	地域福祉活動支援事業助成対象経費

　　＊助成対象事業に係る活動を行うために必要な経費のみを対象とし、

法人等の経常的経費は含まない。

	対象経費
	内容

	諸謝金
	講師等に対する謝金等

	印刷製本費
	冊子の印刷等

	旅費交通費
	講師等旅費・交通費

	通信運搬費
	連絡・案内文の送付等に必要な費用等

	消耗品費
	消耗品、助成対象事業のプログラムに調理が含まれる場合の食材料費等

	修繕費
	助成対象事業に使用する物品の修理等

	使用料・借上料
	会場使用料等

	備品購入費
	機器備品等

	その他
	上記の他、助成対象事業の実施に必要と認められる経費


